
「発生主義的予算」の導入について

■ 趣 旨

府民ニユズに基づく成果重視型の施策体系を構築していくためには、各施策について、

長期的視点に立った費用対効果を十分見極める必要があることか ら、事業開始か ら事業

終息までの トータルコス トと事業実施により得 られる府民満足度を総合的に比較検証す

る 「発生主義的予算」の導入に取 り組むこととする。

■ 取組内容

□ 取組方法

各施策について、事業開始 (既存事業にあっては平成17年度)か ら事業終息までの ト
ータルコス トと事業成果を比較検証する検討調書を各部局において作成 し、予算査定

時に活用。

□ 検討調書の作成

別添様式により、別途指示する期 日までに、総務部財政課に提出。

※ 発生主義的予算計算書

様式A :すべての既存事業について、今後 5 年程度にわたる所要見込額を記載。

様式 B :平成17年度新規事業のうち、建築工事やシステム開発費など、イエシャ

ルコス トとランエングコス トを区分して算出すべき事業について、本様

式により、総事業費等を記載。

司
―

―

ヨ

月

部

ｎ
ｕ眸

務

成平

総

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｌ

事業 東 筋 /c
~
ま ク

淳 う 力 5 〃 察

ヽ
、

～ 、 _ _ _ “ _ _ r r
'

′

ヽ
ヽ

ヽ

．

，

′

′

′

Ｊ

‐

ヽ

、

′

〓

Ｂ

ヽ

、

ヽ

ヽ

す
<

′

＆

イエシャル

コス ト

ヽ

紹 ヨ ズ か

施設改修、

システム

更新等

ランエング

コスト

ラン三ング

コスと
'

ヽ ′



（
競

丹

＞
）

ゆ

率

洋

臣

譜

率

請

辞

弱

率

荘

宰

講

率

請
岱

弾

抑

＞
手
掛

報

　

　

器

　

　

岱

＞ 珂 講

→ 料

“
『
相
用
】
「

司

――
釧
剖
―

“
０
輸
爵
】
増

「
ゴ

劃

引

ユ
０
付
爵
専
精

０

「

封

劃

引

０

Ｎ
ｏ
付
爵
中
増

０

司

――
割
調
―

０ ０

里

付
爵
中
粕

―
薄
翌
封

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ゆ

翠

０

―
薄
翌
当

報

部

一
ヽ
村

爵

性

葦

ギ

格
　
静
枠
＝
掛
番
中
格
率
格
韓

（様
時
↑■
コ
）

鵞



(様式B )

発生主義的予算計算書

(単位:千円)

実施することによる具体的効果

総事業費 =_ .… 1        0
建設費(起債十一財)一収支差額十見直し経費

注)本様式は、新規事業のうち、建築工事やシステム開発事業等、イニシャルコストとランニングコストを区分して算出する

事業について、作成すること

懇



(様式B )

発生主義的予算計算書(記載例)

(単位 :千円)

直し等に

事項名 所要額 時期等 実施することによる具体的効果

設備更新費 200 ,000
10 年ごと(1回100,000千
円程度)

設備の耐用年数による、機能維持
集客力の維持

施設改修費 500,000 2 0年目 耐用年数の増加

合計 700 ,000 2 0 年目

総事業費
  宝1    1,5 28 ,0 0 0建設費(起償十―財)一収支差額十見直し経晏

注)本様式は、新規事業のうち、建築工事やシステム開発事業等、イニシヤルコストとランニングコストを区分して算出する

事業について、作成すること
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